
 

フラットパネルディスプレイ 

「「「戦戦略略略的的的技技技術術術マママッッップププ」」」 戦   
 
 
 
 

製品ニーズ（産業）と技術シーズ（大学）に関する「一次情報」

の効率的かつ戦略的すりあわせによる、産学連携型Ｒ＆Ｄでの

産業競争力・イノベーション能力の向上 

 

大学リエゾン（知的財産本部・ＴＬＯ等）の有効活用と一層の

機能向上による、産学連携活動を通じた大学の創造的研究機能

の強化 

 
 
 
 
 
 
 

平成１６年１０月 

◇企 画：神戸大学経済経営研究所政策研究リエゾンセンター 

◇協 力：近畿地区関係大学（下記） 

大阪大学 大阪府立大学 京都大学 神戸大学 奈良先端科学技術大学院大学 

立命館大学（以上「近畿産学官連携ビジネスショウ2004神戸」実行委員会校） 

大阪工業大学 関西大学 京都工芸繊維大学 近畿大学 同志社大学  

奈良女子大学 兵庫県立大学 龍谷大学 和歌山大学       （５０音順） 
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ご挨拶 
昨今、大学の機能は益々多様化しており、社会の負託に的確に対応していくためには、大学

自らも様々な変革を遂げていく必要があります。神戸大学経済経営研究所は、従来より経済学

と経営学における先端的・学際的かつ独自性のある研究を課題とし、世界的な研究拠点を目指

して意欲的な研究活動を推進していますが、多彩な学術的出版活動とともに、年間で 50 件ほど

の国際的なセミナーやコンファレンス、フォーラム・会議を開催しております。また、2002 年

４月からは「政策研究リエゾンセンター」を開設し、産官学の共同研究によって社会的に重要

度の高い政策問題を研究し、その成果を広く社会に問う役割を担っております。  

 今回のプロジェクトは、本学イノベーション支援本部・連携創造センター（知的財産本部）

との共同作業により、近畿地区の知的財産本部設置校をはじめとする多数の大学、近畿経済産

業局、さらには近畿地区に拠点を有する各企業のご協力により、上で述べましたようなわれわ

れ研究所の使命感の基で、新たな産学連携手法を社会科学的見地から模索するべく実施された

ものです。多忙な中で多大なご協力をいただきました関係者の皆様にこの場を借りて深く感謝

を申し上げますとともに、引き続きご意見・ご批判を賜りながら、これら研究成果を社会に還

元するべく一層の研鑽を重ねてまいりたいと考えております。今後とも皆様のご指導・ご支援

をお願い申し上げます。                

                          平成１６年 １０月 

神戸大学経済経営研究所政策研究リエゾンセンター 所長（教授） 山地秀俊 

 

フラットパネルディスプレイ「戦略的技術マップ」について 

◎プロジェクトのねらい 

 社会の知的基盤・資源としての大学のＲ＆Ｄ機能・活動については、産業界からのみならず、

社会の各層から様々な期待が寄せられています。大学としてこれらの期待に応えていくにあたっ

ては、相互の関心と理解を柔軟に組み合わせながら、一過性ではない、持続的かつ発展的な連携

関係を構築していくことが重要であると考えられます。 

 「戦略的技術マップ」はこのような考え方に立って、大学と企業との多様かつ柔軟な連携関係

構築のための共通的基盤を模索するものとして始められたプロジェクトです。即ち、企業が行う

製品開発のためのＲ＆Ｄと大学が行う幅広い基礎研究の間に存在すると考えられるギャップを

いかにして埋めていくか、具体的な実用化（製品開発）のイメージを探り出し、大学で行われて

いる様々な研究活動がこれらにどのように結びついていくかを考えることを基本としています。 

 また、このプロジェクトは大学と企業との個別の関係を考えるためだけにではなく、大学側に

おいて産学連携活動の結節点となる組織・個人が、自らの保有する知的資源をどのように活用し、

社会にとって有益な新たなイノベーションを起こしていくかを「戦略的に」考える機会となるこ

とを期待するものでもあります。即ち、大学の研究開発をとりまく外部環境への対応を、個々の

研究者のマネジメントの問題も含めつつ、今後の産学連携活動の基本的指針として確立していく

動きとして発展させていくことが重要であると考えます。 

当然のことながら、真に有意義な産学連携活動を展開していくためには、その相手となる企業

側の協力も重要となります。今回は試行的に「フラットパネルディスプレイ」という製品分野を

取り上げており、Ｒ＆Ｄニーズの抽出も大まかなものとなりましたが、これらの基本設定におい

ては産学双方での深い議論が必要であることからも、本プロジェクトが産学双方の関係者に十分

なご理解を得られたかどうかについては疑問もあります。 

このように、今回の「戦略的技術マップ」は、その名称とは裏腹になお多くの課題を抱えるも

のとなっておりますが、今後の新たな産学連携活動手法を考えるにあたり、少しでも問題提起と

なれば幸いです。引き続き、皆様のご理解とご協力をお願いする次第でございます。 
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◇ 利用方法（留意点） 

 

・フラットパネルディスプレイ「戦略的技術マップ」は試行的なプロジェクトです 

本プロジェクトへの参加・協力は、基本的に各大学の自主的な判断をもとにして行われており

ます。また、地域的にも「近畿地区」に限定されたものです。このように、本プロジェクトは

あくまでも試行的なものであることをご理解下さい。 

 

 

・技術マップに記されているものは「一次情報」です 

 製品のＲ＆Ｄニーズが具体的かつ詳細であればあるほど、それに合致する研究が大学に存在す

ることは稀であると思われます。技術マップに記された技術シーズ（研究）は、製品のＲ＆Ｄ

ニーズに何らか合致する可能性のあるものを、「一次情報」として幅広く集約したものです。

これらをいかに活用しさらなるイノベーションを起こすことができるかどうかは、産学でどの

ような連携関係を構築し、有効な研究を実施することができるかに大きく依存するものであり、

マップの情報はあくまでも産学連携活動の入り口とお考え下さい。 

※なお、大学別技術マップ個表に◎で示された技術シーズについては、研究テーマレベルで製品

のＲ＆Ｄニーズに合致する可能性が高いものとなっています。 

 

 

・各大学の産学連携部署（窓口）に照会して下さい 

 技術マップは各大学が効率的な対外情報提供を可能とするものです。技術マップに示された技

術シーズ（研究）には、基本的にはそれぞれの大学の産学連携窓口を通じてコンタクトを開始

していただくものとなります。これによって、仮に連携関係が構築された場合には爾後の産学

双方の関係や役割分担（権利義務関係等）の明確化がそれぞれの組織間で容易となり、また、

個々の研究者は自分の研究活動に専念することが可能となる等、より戦略的な連携が可能にな

ると考えます。 

 

 

・各大学それぞれの特色と考え方をご理解下さい 

 各大学では技術マップに示されたもの以外に多様な研究活動を実施しているのがむしろ当然

であり、本マップはこれらを人為的に集約したものに過ぎません。従って、あくまでもフラッ

トパネルディスプレイという「製品」に連なる技術シーズの「特殊な組み合わせ」を、効果的・

網羅的に把握するものとしてご活用下さい。その際、マップ状に整理した技術シーズは各大学

を表面的に比較する情報として一人歩きするのではなく、各大学が作成した個別説明のページ

と併せて複合的・総合的に判断されることが重要です。技術マップは現在も実施中の研究活動

をベースに作成されており、今後の産学連携活動においては一定の制約条件が存在することも

あり得ます。各大学の考え方は、このような「技術シーズベース」での情報開示方法や程度に

おいて、明示的あるいは暗示的に表現されています。 

 

 

・大学と企業との関係だけでなく、多様な連携関係の構築にもご活用下さい 

 産学連携活動は、単独の企業と単独の大学との関係だけでなく、複数の企業と複数の大学との

関係においても構築しうるものとなります。社会にとって有益なイノベーションを創造すると

いう意味において、自らに足りない能力を補いより効果的な研究体制を構築する等、本マップ

を大学間連携、あるいは大学を介した複数企業間の連携構築にもご活用下さい。 
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大阪大学 URL : www.casi.osaka-u.ac.jp/ 

大阪大学 先端科学イノベーションセンター   

E-Mail： n -u.ac.jp co tact@casi.osaka
コンタクト先 
 

TEL ： -6 7795 06 879- FAX ：06-6879-7796 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況 
太陽エネルギー化学研究センター・太陽エネルギー変換分野では、一貫して有機ＥＬ素子の応用に繋

が ており 最近る基礎研究を行っ 、これまでに電荷注入過程などに関して多くの成果を上げております。

は、光励起発光 および電界発光 り す。 究に必要な有（ＰＬ） （ＥＬ）過程の解明に取り組んでお ま 研 機

ＥＬ作製装置および特性評価のための機器のほぼ全てを保有しており、光分光法の実験はピコ秒レーザ

ー ォトンカウ びナノ秒レーザーと組み合わせたストリークを用いたシングルフ ンティング装置およ カ

メラで行うことができます。 太 ネルギー化学研究センター） （ 陽エ

 
 ディス イ透明電極用の導電性酸化物薄膜の研究（産業 学研 所）透明ＴＦＴおよび プレ 科 究  
 
これまで、電子顕微鏡用の陰 電子放出や、金属・半導体・絶縁 など 々な材料から極材料からの 物 様 の

荷電粒子・光子誘起電子放出に関する研究を行ってきました。特に陰極材料については、他にはない、

陰 ）における陰極表面の原子レベルでの振る舞いを調べています。 らに、様々な材極動作状態（高温 さ

料からの電子放出では、絶縁物の帯電も含めた電子放出に関する研究を行っています。以上、これまで

に培った技術をもとに、現在では、プラズマディスプレイパネル用 MgO 薄膜からの二次電子放出と新
しい の評価方法 っています。また、これら 各種 料の評価技術MgO 薄膜 の確立に関する研究を行 は 材 と

し ディスプレイの蛍光て、液晶パネルのバックライトの冷陰極材料や電界放出型ディスプレイの陰極、

体 い応用が期材料など、広 待できます。（工学研究科） 
 
 長年にわたる有機デバイス分野の研究の蓄積を元に、平成１２年には文部科学省のミレニアムプロジ

ェクトへ参加するなど、特に有機 研究において大きなポテンシャル 有し いま 先のEL 分野の を て す。 プ

ロ EL ることを提案しましたが、 ラッ パネルディスジェクトでは、有機 を光通信の光源に使用す フ ト プ

レーに適用する技術と基本的に同 リマー基板上に作製するディスプレーにも適用できまじであり、ポ

す ョ セ。（先端科学イノベーシ ン ンター） 
分野別 等の特色（実施中のテーマ名 ） 

液晶パネル関係 
 Ｔの作製（J.Appl.Phys. 624に研究成果報告）（産業 研 ） 透明ＴＦ 93(2003)1 科学 究所

有 ネル関係 機 ELパ
１ 新規簡易型ＰＬ量子収率測定． 法の開発 
２ 有 材料の発光過程の． 機ＥＬ 解明 
３ 分布の 積 共同研究により公開に制約あり）．発光層中の発光 見 もり（一部は

４ Ｌ発光過程と一重項励起子 の見積もり（共同研究により公開に制約あり）．Ｅ の生成収率

                  （太陽エネルギー化学研究センター）         

・高効率 EL 研究、 有機 EL素子の研究 有機 素子の フレキシブル

                     （先端科学イノベーションセンター）      

プラズマパネル関係 
・ レイパ ル 薄膜からの二次電子放出と評価（工学研究科） プラズマディスプ ネ 用MgO
共通的事項・その他 
・ スプレイ透明 用の酸化 産業科学研  ディ 電極 物電気伝導性薄膜材料（ 究所）

産 体制 備等学連携についての 整  
先端科学イノベーションセンターでは、ホームページに掲載しているお問い合わせシート

に具体的な技術分野や課題を記載・送付いただければ、技術相談・共同研究、特定の分野

を研究している教員の探索等のマッチングを行っています。他にも、知的財産本部と連携

した各種の産学官連携活動を展開しています。 
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大阪 】 
 
大学【関連技術一覧

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 式(MVA) ○ ○     配向

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

◎ ◎ ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

  

偏光板／位相差板 
 

 ○     

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

c 色再現性向上
 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

◎  ◎  

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽ
 
z

低分子 ○ ◎ ◎a ◎   

高分子  ◎a    ○ ◎ ◎
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他 ○ ◎   

a 

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

 ◎   構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

 ○   

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他 ◎  ◎  

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線
圧化 

 放射) ◎ ○ a 発光効率向上    
b 低サスティン電

技術 c 高速駆動
蛍光体(可視光 率向上（表面欠陥改

c 新材料探索

   発光) ◎ ○ a 発光効 質等）  
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

◎   ◎ 

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 

    

c 高画質化 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フ ◎  ◎  レキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

◎    

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備

 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆

 

考） 

Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの）

無印：対応しない 
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大阪工業大学 
 
URL： www.oit.ac.jp/ 

リエゾン ー（コーディネーター＜事務担当＞センタ ・塩尻充広） 
E-Mail： i  lia son@ofc.oit.ac.jp

コンタクト先 
 

TEL ： 6 4140 06- 954- FAX ：06-6954-4066 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 イス研 室（工学部電気電子システム工学科）で 強 電性 デ本学液晶光デバ 究 は、 誘 液晶 ィ

スプ 、 レ イに関す 基礎 究をレイ（FLCD）や コ ステリック液晶の反射型ディスプレ る 研 行

っています。強誘電性液晶は高速、高精細ディスプレイ実現の可能性を持つ液晶でありま

すが、その液晶の基礎物性から応用にむけた基礎研究を行っています。また、コレステリ

ック液晶を利用した反射型ディスプレイは、バックライトを必要としないフラットパネル

ディスプレイの候補に挙げられていますが、そのコレステリック液晶を利用した反射型デ

ィスプレイの基本原理に関する研究を行っています。 
さらに、クリーンルームを有する新材料研究センターでは、次世代 TFT して 目さと 注 れ

ている酸化亜鉛を用いた TFT し始めています。 の研究に着手

 
分野別の特色（実施中のテーマ名等） 

液  晶パネル関係

 
研究テーマ＝『強誘電性 晶 究』 液 の電気光学効果に関する研

『コレステリッ 学効果に関する研究』 ク液晶の電気光

有機 ELパネル関係 
 
 

プ ネル関係 ラズマパ

 
 

共 事項・その他 通的

 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
 本学は従前より産学公連携事業に取り組んできましたが、２００４年４月にリエゾンセ

ンターを設置し、連携窓口を一元化しました。キャンパス外では、東大阪市の『クリエイ

ション・コア東大阪』に産学連携オフィスを設けています。また、産学連携を推進するに

あたり、委託研究や共同研究、職務発明等の規定を整備していますが、これら規定の内容

は時代の要請に合わせて、随時見直しを図っています。 

 
 



 10

大阪 術一

 
工業大学【関連技 覧】 

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 向式(MVA) ○ ○     配

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎ ○ ○◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他 

b  z z 

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

○◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

  z  

偏光板／位相差板 
 

 ○     

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

c 色再現性向上
 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

    

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ｽﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨ
 
z

低分子   ○ ◎    

高分子      ○ ◎ 
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他     

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他   ○z  

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 

技術 c 高速駆動

    

蛍光体(可視光 率向上（表面欠陥改

c 新材料探索

   発光) ◎ ○ a 発光効 質等）  
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化     
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射）     
b 立体視 
c  操作性（入出力一体化）

d 生体への影響 
 
z その他 

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
立
・

確実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備

 
【製

 ◆

的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ

適合の可能性があるもの） 

 
 
 

考） 

品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新

Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、

無印：対応しない 
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大阪府立大学 
 
URL：www2.jimu.osakafu-u.ac.jp/ipbc/ 

知的財産 リ ジセンター ブ ッ

E-Mail： n kafu-u.ac.jp ke kyuJ@jimu.osa
コンタクト先 
 

TEL ： 9872 072-254- FAX ：072-254-9874 
◆ ネルディス レ る研究状況（総括説明） フラットパ プ イ関連技術に関す
 
本学では、長年にわた 機 性色素や応答速度の制御、発光材料評価、素子の材料プる 能 ロ

セスや新規物質等の先導的な研究の蓄積のもとに数度にわたり国際会議を開催するなど大

きなポテンシャルを有しています。特に情報表示に係わる機能性色素の関する長年の研究

に 果を げています。おいて成 上  

 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液 ル関係 晶パネ

 て、応答速 性率測定系を提案・開 その成果は市販機液晶パネルについ 度を支配する回転粘 発し、

と て、広く国内外の液晶メーカ  し ーに納入されています。

カラーフィルター用機能 色 規な着色膜の製膜方法について検討を行ってい性 素の会合特性や新

ます  。

 
有 関係 機 ELパネル
 高分子発光材料の物性評価に て、主に国内の化学会社と共同して研究を行なっています。 つい

鮮明で高 発光 クアリリウム系蛍光色素の開発と基本的な蛍光特性の効率な赤色 を可能にするス

解  明を行っています。

 

プ 係 ラズマパネル関

キセ ズマからの めの新規な近赤外領域で吸収する機能性 素のノンプラ 近赤外光を遮光するた 色

開 行っています。 発を

 

共 的事項・その他 通

透明でより高機能なアク ィ に向けて、酸化亜鉛をはじめとする半導体や にテ ブ素子の開発 電極 関

す 究を進めています。強誘電体 トトランジスタや大気圧プラズマを用いた材料プロる研 バックゲー

セ 新物質（電界電子放出物質、 体や磁性半導体）の開発、フレキシブル基板への薄スや 窒化物半導

膜堆 ッ を プレイの基礎的研究など広範にテーマ設定していま積、フィールドエミ タ 用いたディス

す。 
◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
本学では、産学連携・知的財産の管理活用の窓口を知的財産ブリッジセンターに一元化

し、外部からの技術相談、共同研究・受託研究に対応しています。 
本学教職員が創出した知的財産の取り扱いについては機関帰属を基本的な考え方とし、民

間企業等への研究成果の技術移転を推進しています。 
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大阪 術一

 
府立大学【関連技 覧】 

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 向式(MVA) ○ ○    ◎ 配

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

○  ○  

偏光板／位相差板 
 

 ○     

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

◎ ◎ 
c 色再現性向上

 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

  

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○ ○  ○  

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

    

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ｽﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨ
 
z

低分子 ○ ◎ ◎  ◎ ○ 

高分子  ◎   ◎ ○ ◎ 
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他 ◎   ◎ 

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他 ○  ○  

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）      

駆動方式(紫外線     放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 

技術 c 高速駆動
蛍光体(可視光 率向上（表面欠陥改

c 新材料探索

 ◎  発光) ◎ ○ a 発光効 質等） ◎ 
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b  

    
新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等）

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

○  ○  

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

○  ○  

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ 
b 階調表現数増加 

    ◎ a 高速応答化 

c 高画質化 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
 

示
駆
動

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

○  ○  共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エ ）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

    ルゴノミックス（人間工学

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備

 
【製

 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する 

現時点では実用化が困難なもの） 
  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大

 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ 

ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 

 
 
 

考） 

品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
○：ある程度合致する） 

Ⅰ 革新的イノベーション（

Ⅱ

学の対応状況について】 

：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必

無印：対応しない 
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関西大学 
 
URL：www.kansai-u.ac.jp 

先端科学 進機構・産学連携センター 技術推

E-Mail： .ac.jp ordist@jm.kansai-u
コンタクト先 
 

TEL ： 6 1178 06- 368- FAX ：06-6368-0080 
◆ ネルディス レ る研究状況（総括説明） フラットパ プ イ関連技術に関す
 
 ラット パ ルデイスプレイの個別要素技術の研究を実施している。 当大学では、フ ・ ネ

特に 型 子 別 クセ の光源とし、FED（電界放出 素 ：冷陰極型）に関しては、FEDを個 ピ ル て

使うための高輝度化、低しきい値化の検討を行っている。 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 
・ 示アルゴリズムの基本原理で フトーニング研究 表 あるデジタル画像のハー

有機 パネル関係 EL
・新 料 発規ホール注入層の材 開  
 
 

プラズマパネル関係 
 
 

共 事項・その他 通的

ＦＥＤ（冷陰極電界放出素子） プレイのバックライトとしての応用が考えられていは液晶デイス

る それ以外の可能性も秘め で、原理的な立場に戻って、材料も含めた基礎研究をが、 ている。そこ

進めようとしている。 
 
◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、産学連携の窓口 機構・産学連携センターに一元化し、を先端科学技術推進

外部からの共同研究や受託研究を受け入れている。 
知的財産の取り扱いについては、 を基本的なルールとし、 官や 生の「特許発明規程」 教 学 守

秘義務については、「共同研究規程」の定めに従い、個別に「守秘義務協定」を締結する。
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関西 】 
 
大学【関連技術一覧

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 向式(MVA) ○ ○     配

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板 
 

 ○     

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

c 色再現性向上
 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

    

冷陰極管式 ○ ○ z ○ z ○ a a   

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○ ○z    

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

    

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○ ○a    

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ｽﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨ
 
z

低分子   ○ ◎    

高分子      ○ ◎ 
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他     

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他     

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     



 17

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○ ○a    

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線
 

    放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化

技術 c 高速駆動
蛍光体(可視光 率向上（表面欠陥改

c 新材料探索

   発光) ◎ ○ a 発光効 質等）  
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 ガス系） ◎ 発光効率向上、低電力化Xe    a      

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化   
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

  

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(A  ◎ a 高速応答     DS) ○ 化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 

    

c 可撓性、寸法安定性

共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス  
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 

z その他 

    （人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射）

 

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製

 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する 

 
 
【大

 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
 ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
 ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
印：対応しない 

品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
○：ある程度合致する） 

Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

学の対応状況について】 

◎

○

無
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京都大学 
 
URL：www.iic.kyoto-u.ac.jp/ 

国際融合 ンター 融合部門 創造セ

E-Mail： ice@iic.kyoto-u.ac.jp off
コンタクト先 
 

TEL ： 9144 075-753- FAX ：075-753-9145 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況 
 
フラットパネルディス レ の革新的な進展につながる要素技術に関する基礎研究をプ イ 、

工学 施 て研究科を中心に実 し います。 
化学系 研究 は、 ィ 輝度化につながり る新材料の探索の 室で デ スプレイの高効率・高 う ・

合成・物性評価に関する研究において大きなポテンシャルを有しています。 
また、電機系の研究室 は 演色性向上やディスプレイの 効率 を目 すデで 、LEDの 高 化 指 バ

イス構造に関する研究を行っています。 

分野別の特色 
液 ル関係 晶パネ

演色性につがなる LED 新 材 する研究等をあげることができます。研究の 構造や新規 TFT 料に関

レ ルとしては、いずれも基礎レ 的に 晶パネルに応用することを直ちに志向すベ ベ 液ルであり、直接

る の ん。 も ではありませ

有 パネル関係 機 EL
高 指す立場か 幅 を行っています。 効率化を目 ら 広い基礎研究

プラズマパネル関係 
高効率化を目指す立場か っています。 ら幅広い基礎研究を行

共 他 通的事項・その

技術 おいて記さ では、フレキシブル化のための材料やデ スマップに れているニーズのうち バイ に

与 影響についての研究を行っ 。 える ています

◆産学連携について 
 
国際融合創造センター融合部 都大学の産学連携の窓口として、産学協同研究門では、京

のコーディネート、技術コンサルティング、複数研究室との包括共同研究などの取り組み

を行っています。京都大学との連携希望の場合は、まずご連絡ください。 
 関連する組織として、知的財産企画室、ベンチャービジネスラボラトリーがあります。

より効率的で分かりやすい体制を目指し、国際イノベーション機構（ ） して統合するIIO と

予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 19

京都 】 
 
大学【関連技術一覧

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 向式(MVA) ○ ○     配

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎  ○    

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板 
 

 ○     

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

c 色再現性向上
 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○ ○ ○   

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

    

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ｽﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨ
 
z

低分子 ○ ◎ ○    

高分子  ○    ○ ◎ 
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他     

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

○ ○   

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他     

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線  
ィン電圧化 
技術 

○    放射) ◎ ○ a 発光効率向上
b 低サステ
c 高速駆動

蛍光体(可視光 率向上（表面欠陥改

c 新材料探索

   発光) ◎ ○ a 発光効 質等）  
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

○   ○ 

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化 ○    

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 

    

c 高画質化 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

○    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 

    

 
z その他 

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考

 
【製

 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する 

 
【大

 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究）

 

） 

品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
○：ある程度合致する） 

Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

学の対応状況について】 
 

◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの）

無印：対応しない 
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京都工芸繊維大学 
 
URL：www.kit.ac.jp 

地域共同研究センター 

E-Mail：corc@kit.ac.jp 
コンタクト先 
 

TEL 075-724-7933  ： FAX 075-724-7930  ：

◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 当大学は、「工芸繊維」という歴史のある名称ですが、我が国重点４分野であるライフサ

イエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料の各分野はもちろんのこと、工学、

自然科学、人文社会分野の研究をはじめ、非常に幅広い範囲の研究を実施しております。

このため、特定分野の技術だけでなく、様々な分野を横断した近年の産業界のニーズに的

確に対応できるのが本学の強みであります。特に、液晶や有機ＥＬ等のフラットディスプ

レイの開発には、様々な分野を横断した技術が有機的に組み合わされて初めて成立するも

のであり本学の得意とするところです。（以下にその一部をご紹介いたします。） 
また、今回取り纏めいただく「戦略的技術マップ」により、大学の垣根を越えたコンソ

ーシアム等が結成され、フラットディスプレイ開発のためのプロジェクトが立ち上がるこ

とを大いに期待しておりますし、それに向けて協力を惜しまない所存であります。 
 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 
 カー ーブ（ N 径がナノメートルサイズで細長く、機械 でボンナノチュ C T)は直 的にも極めて強靭

あ 電子放 型 FED)用の電子源材料として期待さ てい 。しかることから、電界 出 ディスプレイ（ れ る

し、カーボン チューブのコス や、大面積基板上へ垂直に配向させる技術がまだ開ナノ トが高いこと

発 階である CNT- Dの 究開発に依存している。しかし、自発光型段 ため、 FE 商品化はこれからの研

で ういう特長 あ 次の世代のフラットパネルディスプレイとして大いに期待さ低消費電力と が り、 れ

て る。 い

 究では、プラズマ化学気 積（CVD）法を用いて、CNTを基板上に直接、垂直 向さ本研 相堆 に配

せ る 術 コストが安く大面積の発光ながら大面積に成長す 技 を開発し、自発光型・低消費電力でかつ

体 確立す 。こう れば、次世代ディスプレイである CNT-FEを製造する技術を る した技術が確立され D
の 用化の促進に寄与するだけでな レイの薄型・高輝度バックライトとしての応実 く、液晶ディスプ

用 できる。なおこれ で いて、直径１０ｃｍの基板上への、カーボンナノチューも期待 ま の研究にお

ブ として る  の配向成長を可能 い 。

有 係 機 ELパネル関
有機エレクトロルミネセンス（ ラスチック基板などの柔軟性のある基板上に製EL）素子は、プ
作 きる。このため、有機 ELは シブルで、かつ、自己発光型の表示デバイスで 、紙のようにフレキ

の 期待さ て実現につながると れ いる。 
 一方、有機 ELは水分や酸素に する。現在は、透明窓のある金属缶の中触れると酸化され、劣化

に有 詰のように 入 いる。このため、素子が本来持つフレキシブル機 ELを缶 封 し、素子を保護して

さ われている。 が失

 体デバイスで 、 防ぐために、窒化シリコン（SiNx）既存の半導 は 水分や不純物の侵入による劣化を

膜を 。有機 EL 子に対 iNx膜を保護膜として用いることが 来れ 、本来用いている 素 しても、S 出 ば

のフレキシブルな有機 EL素子が実現できる。 従来法では、EL素子に SiNx膜を 積すると、直接堆

素子 に る 、発光強度が低下した。しか 法では発光強度はは熱またはプラズマ よ 損傷を受け し、本手

ほとんど を実験 本技術は、熱やプラ 損傷が無い状態で、低下しないこと 的に実証済みである。 ズマの

高 絶縁性とバリア機能の両方を を形成する新技術である。現在、本堆積法を実用い 有した SiNx膜
化 と 積  するために、堆積速度 堆 面積の増大を図っている。

プ   ラズマパネル関係
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共 ・その他 通的事項

 パネルディスプレ 性、可読性、可視性ならびに視覚負担に関する研究」「フラット イの色再現  
 トパネルディスプレイの画 字やボタンの視認性は画面の色再現性やドフラッ 面設計において文

ッ の要素が関連 る 適した、文字輝度や背景輝度、 と背景色、表示オト間隔など す 。使用者に 文字色

ブ ェ どがある。 は使用者の負担と何らかのかかわりを持ってくる。ジ クトの配置な これらの要素 本

テ ではフラットパネルディス 時間使用した時の使用者の視覚負担と画面の視認性ーマ プレイを長

を する。 検討

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 本学は、近畿圏の国立大学では２番目の早さで「地域共同研究センター」を設置し、早

くから積極的に産学連携活動に取り組んできております。またセンター内に「科学技術相

談室」を設置し、本学教員の研究内容に精通している産学官連携コーディネーター（客員

教授）を配置して、企業等の学外からの技術相談窓口を一本化し、ワンストップ型の科学

技術相談体制を敷いております。また、知財等の保護・運用に対し、知的財産本部を設置

（１６年１０月予定）するとともに、知財に詳しい弁護士や弁理士を客員教授として招聘

し、的確な処理に努めるよう体制整備を図っております。 
 
 
 
京都工芸繊維大学【関連技

 
術一覧】 

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     
ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

の高機能化対応)

    

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

偏光板／位相差板  ○ 
 

    

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

高効率 
ト

 
 大判、薄型軽量化 

    

a 
b 高コントラス  
c 色再現性向上 
d 機能融合化
e
z その他（コストダウン） 

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

化 

 その他 
FED式 

   

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量
e 非水銀化 
 
z ○ 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等）    ◎ ○  

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計   ○    

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 
表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 

値、コストダウン）    ◎ z その他（付加価

a
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低分子 ○ ◎     

高分子 ○ ◎     

材
料
系

 

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

    ○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

構
造
系

 

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造  
b 表面改質 

   

z その他 

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎  保護用薄膜の形成手法の確立   ◎  

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○      

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

表示性能向上

b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

a  

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
 

ガ
ス
系

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電

ド
 

モ
ー

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     
セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 

b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    
製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b  

    
階調表現数増加

c 高画質化 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 
表
示
駆
動

新方式 ◎       
フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料   

b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
   

c 可撓性、寸法安定性

共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 

z その他 

◎ 
ＦＥＤ

ディス

プレイ 

  ◎ 

c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 

による

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
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近畿大学 
 
URL：www.kindai.ac.jp 

近畿大学 ンセンター リエゾ

E-Mail： @ jp klc msa.kindai.ac.
コンタクト先 
 

TEL ： 6 5880 ext. 028 06- 730- 2 FAX ：06-6727-4435 
◆ ネルディス レ る研究状況（総括説明） フラットパ プ イ関連技術に関す
 
  半導体工学研究室では、長年にわたり「非晶質基板上への結晶シリコ電気電子工学科

ンの形成」に関する研究を進めてきた。最近では、アルミニューム誘起結晶化（ C）のAI
技術を基に、平坦な多結晶シリコン膜をガラス基板上に形成可能となった（Thin Solid 
Films, 451-452 (2004) . 低温化が容易であるため有機質基板上へ pp 485-488）。ＡＩＣは の

平坦な多結晶シリコン膜の形成にも大きなポテンシャルを有している。今後は、Ｓｉ膜形

成技術の改善によるグレインサイズの巨大化、周期構造をもつ表面（有機薄膜／ガラスな

ど）を利用した結晶方位制御技術の開発による単結晶シリコンの堆積を目指す。 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 

 
 

有機 パネル関係 EL
 
 

プラズマパネル関係 
 
 

共 事項・その他 通的

ここで紹介した技術は広く「フ ィスプレイ」分野で一つの夢とされながら、技術ラットパネルデ

的 さにより実現されていな 晶Ｓｉ薄膜の非晶質基板上での形成」に関するもので困難 かった「単結

あるが、 種 の ルへ応用可能であると思われる。 その途中成果も 々 フラットパネ

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、産学連携の窓口 センター（ＫＬＣ）に一元化し、外部を近畿大学リエゾン

からの共同研究や技術相談などの窓口となっている。 
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近畿 】 
 
大学【関連技術一覧

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 向式(MVA) ○ ○     配

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ◎ ◎   Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎  ◎ ◎   

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板 
 

 ○     

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

c 色再現性向上
 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

    

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ｽﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨ
 
z

低分子   ○ ◎    

高分子      ○ ◎ 
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他     

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ◎  ◎  Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎  ◎  ◎  

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他     

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

 

駆動方式(紫外線
 

    放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化

技術 c 高速駆動
蛍光体(可視光 率向上（表面欠

c 新材料探索

   発光) ◎ ○ a 発光効 陥改質等）  
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材

    
料探索 

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化   
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

  

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 

安定性

    

c 可撓性、寸法

共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 

z その他 

    

c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆ る） 

 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
  

 
【大

 ◆

） 

 
 

求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致す

Ⅰ

Ⅱ 改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

学の対応状況について】 
Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの

無印：対応しない 

 



 27

 

神戸大学 
 
URL：www.innov.kobe-u.ac.jp/index-f.htm

イノベー 支援本部・連携創造センター ション

E-Mail： d c.jp ccr 3@ofc.kobe-u.a
コンタクト先 
 

TEL ： 5945 078-803- FAX ：078-803-5947 
◆ ネルディス レ る研究状況（総括説明） フラットパ プ イ関連技術に関す
 
 ラット ネ ディスプレイのデバイスの基礎技術係わる研究に注力して当大学では、フ パ ル

いま 系 分 、最近ではナノテクノす。例えば、化学 高 子材料分野の豊富な研究蓄積を基に ロ

ジ 術 応用 る、 細 性材料の研究開発 積極 に行 ていー技 の によ 微 構造を制御した高機能 が 的 っ

ます。特に、有機ＥＬ材料分野について、高輝度化や長寿命化を中心とする様々なデバイ

スへの応用を目指した研究が、基礎から応用にわたる幅広い視点で実施しています。 
また、プラズマの分布 シ ュレーションする基礎研究も行っており、パネルの発光を ミ 効

率向上への寄与が期待されます。 
 電子工 の 、これら材料の発光 等の詳細な評価さらに、電気・ 学 基礎的理 を基に論 効率 を

実施することで、デバイスの性能に直結する材料評価が可能となっています。 
 学分野 お 技術の豊富な蓄積により ネルの視認性向加えて、海事科 に ける操船制御 、パ 上

に関する様々な研究・評価手法の開発を行っています。 
 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液 係 晶パネル関

・大 造装置設計 関型パネル製 に する基礎研究 
 
有機  ELパネル関係
・ の製 プ 構造の制御および結晶化に関する基礎研究。発光効率向上のため 膜 ロセスの検討による膜

・ 光増幅 究。 素子構造制御による発 に関する基礎研

プ ル関係 ラズマパネ

・ 上のための電 形 ションに関する基礎研究発光効率向 極 状等のシミュレー  
 
共 的事項・その他 通

・ ビゲー ョ 含む）の視認性向上に関する 価手法の開発 パネル操作系（ナ シ ンシステムを 評

 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、産学官連携推進の窓口をイノベーション支援本部・連携創造センターに一

元化し、学内外のワンストップサービスを実現しています。産業界への技術シーズ提供に

つ ラ 、 開催による積極的な情いては、工学フォー ム 工学部サミット、一日神戸大学等の 報

提 、大 と ーズを調査し、 ら ー 本供を行うとともに 学 しても積極的に外部ニ これ のニ ズと 学

のシーズ群を融合した共同研究を産業界側に提案できる体制をとっています。 
知的財産の取り扱いに い 学帰属を基本的な考え方とするポリシーを制定しつ ては、大 て

いますが、産学双方にとって有意義な研究の実施が可能となるよう、その運用については

ケースバイケースで柔軟に対応しています。 
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神戸 】 
 
大学【関連技術一覧

製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直 向式(MVA) ○ ○     配

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） 

産性） 

◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ○    Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎  ◎ ○ ○ ○ 

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） 

)

◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板 
 

○ e ○ e ○ d   d

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 

 

軽量  
その他（コストダウン） 

○ e ○ 
c 色再現性向上

 d 機能融合化
化e 大判、薄型

z 

d   

冷陰極管式 ○ ◎ ◎ ○   

ＬＥＤ式 ◎ ○ ○   ◎ 

有機ＥＬ式 ◎ ○ ◎ad ○ad  ◎ 

光
量
等

用
）

 
制
御
（
光
利
効
率

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

 高輝度、高効率 
b 長寿命 

 

   

a

c 表示性能向上（色再現性）
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他  

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計 

ｽﾌﾟﾚｲの高機能化 

 その他（付加価値、コストダウン）      ◎ 

a 表示性能向上 
 低消費電力 b

c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨ
 
z

低分子 a ○ ◎ ◎ z ◎a ◎a ◎ 

高分子  ◎a a a ◎ ○ ◎ ◎ ◎

材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 

 
温度特性改善

z その他    ◎ 

c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応
d  

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

○    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

○ab  ○ab  

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○    ○ Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎  ◎ ○ ○ ○ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応

 
z その他     

a 高速 TFT特性 )
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化 ○    

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上 ○ ○ ○ ○ 
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示

 
駆
動

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線   ○a   放射) ◎ ○ a 発光効率向上
b 低サスティン電圧化 

技術 c 高速駆動
蛍光体(可視光 率向上（表面欠陥改

c 新材料探索

  ○ 発光) ◎ ○ a 発光効 質等）  
b 劣化改善 

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ）     ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 

c 高画質化 

    
b 階調表現数増加 

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 

◎ 
○ac 

○ ○ac  

c 可撓性、寸法安定性

共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射）    ◎abc
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

○ｄ

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆ る） 

 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
   

 
【大

 ◆

定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印

 
 

求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致す

Ⅰ

Ⅱ 改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの）

学の対応状況について】 
Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設

：対応しない 
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同志社大学 
 
URL：liaison.doshisha.ac.jp/ 

リエゾン ス オフィ

E-Mail： i ha.ac.jp jt-l ais@mail.doshis
コンタクト先 
 

TEL ： 6223 0774-65- FAX ：0774-65-6773 
◆ ネルディス レ る研究状況（総括説明） フラットパ プ イ関連技術に関す
 
イオンインプランテー ョ 技術、プラズマプロセス技術、真空工学技術などの分野シ ン に

多数の研究者を擁し、技 的 つ ては 部科 省「私術 蓄積を保有している．特に成膜技術に い 文 学

立大学ハイテク・リサーチ・センター整備事業」として“ナノ構造・ハイブリッドデバイ

スとその応用”プロジェクトを継続中である。また、微粒子技術を用いた新規化学プロセ

スによる表面導電体構造作成技術についても研究チームを組織し、基礎研究を展開してい

る。 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液 ル関係 晶パネ

液 打込み 置 有り。現在も長尺イオン源のビーム輸送、 量分離、晶パネル用イオン 装 の研究開発実績 質

不 物低減等実施中。 純

 

有 パネ  機 EL ル関係

高効 （守秘義務 当 を実施した経験有り。ただし 在は依頼元の戦略率製作過程 該 項目）の試験 、現 に

伴い p。、研究開発を sto  
 
 
プラズマパネル関係 
メ 実績有り。 研究室） ーカーの依頼調査 （行村

 
 

共通的事項・その他 
ナノ構造、ハイブリッドデバイスプロジェクトにて横方向開発レーザーの試作等実施。現在も発光

素子開発継続中。 
 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、産学連携の窓口をリエゾンオフィスに一元化し、外部からの共同研究や受

託研究を積極的に推進しています。知的財産の取り扱いについては、教員発明の法人機関

帰属を基本的な考え方としておりますが、共同研究の成果については適切な権利分配を契

約にて取り決め、共同出願とさせて頂きます 
教員や学生の守秘義務については、企業様と別途に取り決めを行います。 
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同志社大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ○    Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

○    

偏光板／位相差板  ○ 
 

    

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○ ○    

有機ＥＬ式 ◎ ○ ○    

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎ ○    

高分子 ○ ◎     
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

○    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

○    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

○    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

○    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

○    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化 ○    

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

○    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

    

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
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奈良女子大学 
 
URL： www.nara-wu.ac.jp 

産学官連携推進室（研究協力課） 
E-Mail：kenkyou@cc.nara-wu.ac.jp 

コンタクト先 
 

TEL ：0742-20-3734 または 3968 FAX ：0742-20-3958 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 当大学では、ディスプレイなどのデバイスに特化した研究開発は行っておりませんが、

化学科での「発光性金属錯体」についての技術があります。研究者は、理学部化学科基幹

化学講座の飯田雅康教授の他、大学院人間文化研究科共生自然科学専攻 機能性物質科学

講座の加藤昌子助教授の２名です。それぞれＥＬへの適用を視野に入れた研究を行ってい

ます。 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 

 
 

有機 ELパネル関係 
飯田教授は、希土類界面活性剤系を対象にし、金属錯体としては珍しい安定なガラス状態をとる

ことを見出した。ある会社に依頼して性能試験を試みているが、今のところ塗布性に欠けるため、

ＥＬデバイスとしては不適と判断されているが、分子設計によりその改善は可能で将来的には期待

できる。 
加藤助教授は長年多核白金錯体の発光現象を研究しており、錯体化学の分野で高い評価を得てい

る。錯体が集合して白金間相互作用が顕著になるにつれ、発光強度も高まるという興味深い現象を

見出した。やはり、ある会社にてＥＬとしての性能試験を試みている。この錯体は結晶化する傾向

が強いために真空蒸着で成膜化を行っている。 
 
 
プラズマパネル関係 

 
 

共通的事項・その他 
 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、産学連携の窓口を産学官連携推進室に一元化し、外部からの共同研究に際

してましては、知的財産の取り扱いを明確に示した上での締結を行い、教官や学生の守秘

義務については、「不正防止法の一部を改正する法律」の周知徹底を図っております。また、

開発に関する支障については随時、産学官連携推進室コーディネータが承ります。 
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奈良女子大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板  ○ 
 

    

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎ ○az ○az   

高分子 ○ ◎     
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

    

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
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奈良先端科学技術 
大学院大学 

 
URL：mswebs.naist.jp/LABs/fuyuki/index-j.html

研究協力課産官学推進室 
E-Mail：sangaku@ad.naist.jp 

コンタクト先 
 

TEL ：0743-72-5930 FAX ：0743-72-5015 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
本学では、低温ポリシリコンの薄膜トランジスタの研究を行っています。TFTの試作、評
価が可能です。本研究室は、薄膜（金属、Si、絶縁膜）の堆積、加工、フォトリソグラフィ
ー、EBリソグラフィーの装置が整備されており、TFTの試作が可能です。 
さらに、特徴的なのは、評価設備です。基本的な電気特性解析はもちろん、ホットキャリ

アの観測が可能なエミッション顕微鏡（PHEMOS-200）、0.1Kの温度分解能をもつ赤外線
顕微鏡（インフラスコープ II）、また、各種デバイスシミュレータ(シルバコ、ISE、シノプ
シス)などの環境が整備されています。そのほか、300KeVの TEM、SIMS、XPS、FTIR、
XRDなど、あらゆる解析装置がすべてそろっています。ディスプレイの解析環境は、抜群
です。 
 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 
・低温ポリシリコン薄膜トランジスタの高性能化と高信頼性化 
シリコン薄膜の各種堆積方法や結晶化と TFTの電気性能の関係を明確にし、さらに、エミッション
顕微鏡などユニークな設備を用いて、劣化メカニズムを解析し高信頼性化を図っています。 

有機 ELパネル関係 
・低温ポリシリコン TFTの発熱解析 
有機 ELの基板を目指して、低温多結晶薄膜トランジスタの発熱を赤外線顕微鏡（インフラスコープ
II）を用いて、行っています。特に、実動作をめざしたダイナミックな駆動時の発熱解析を行ってい
ます。 

プラズマパネル関係 
 
 

共通的事項・その他 
 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
知的財産本部（本部長、マネージャー、知的財産コーディネータ 4名）を設置し、一元化
窓口として産学連携に対応。特許管理データベースシステム、特許閲覧システムを確立。 
産学連携関連規則集（知的財産ポリシー、産官学連携ポリシー、利益相反ポリシー、職務

発明等取扱規程、研究試料取扱規程、実施許諾等取扱規程、民間機関等との共同研究取扱規

程、受託研究取扱規程）を策定済み、秘密保持契約、共同研究契約、共同出願契約等の雛形

を準備し、企業問い合わせに即応可能。 
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奈良先端科学技術大学院大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ○ ○ ○ ◎ Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎  ○ ○ ○ ◎ 

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板  ○ 
 

    

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎     

高分子 ○ ◎     
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ○ ○ ○ ◎ Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎  ○ ○ ○ ◎ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

    

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
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兵庫県立大学 
 
URL：www.u-hyogo.ac.jp/ 

産学連携センター   溝田 弘一 
E-Mail： kouichi_mizota@pref.hyogo.jp 

コンタクト先 
 

TEL ： 078-367-8641 FAX ：  078-362-0654 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 当大学では、液晶および EL分野の研究において大きなポテンシャルを有する研究者が
複数います。 

 
- 光反応性高分子液晶 
                液晶配向膜           今のところ考えら

- 光による分子配向技術                    れる LCD関連の 
                ディスプレイ用光学フィルム   用途 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 
・光配向技術による液晶配向膜, 位相差・視野角拡大フィルム：材料～プロセスの研究開発
 

有機 ELパネル関係 
・低分子キノリン系発光材料 
 
・ナノ構造化導電性高分子膜の機能応用 (製作, 評価, 電子光機能素子) 

プラズマパネル関係 
 
 

共通的事項・その他 
 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学は、平成１６年４月に姫路工業大学、神戸商科大学、県立看護大学が統合して開

学しました。産学連携に関しては、大学本部のある神戸キャンパスに産学連携センターを

置くとともに、工学部のある姫路書写キャンパスに姫路産学連携センター（従来の姫路工

業大学産学交流センター）を設置して産学連携活動を展開しています。 
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兵庫県立大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○   ○z  

ねじれ式(TN) ○ ◎   ○az  

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

  ○z  

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板  ○ 
 

◎abdz  ◎abdz  

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他 ○z    

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎ ○z    

高分子 ○ ◎   
 

◎abcd ◎abcd
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

   ◎a

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎    ○ ○ ◎ 

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

  ○abc ○abc共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

    

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
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立命館大学 
 
URL：www.ritsumei.ac.jp/acd/re/b-liaison/

BKCリエゾンオフィス 
E-Mail：liaisonb@st.ritsumei.ac.jp

コンタクト先 
 

TEL ：077-561-2802 FAX ：077-561-2811 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 当大学では、理工学部・電気電子･光系を 2004年度より、「電気電子工学科」、「電子光
情報工学科」、「電子情報デザイン学科」の３学科に再編し、フラットパネルディスプレイ

に関連する教員の増員を行ってきました。2004年度は、ＮＥＤＯ技術開発機構「大学発事
業創出実用化研究開発事業」に採択され、光・電子デバイス研究部門、画像情報研究部門、

制御変換・エネルギー利用研究部門、超高輝度光発生・利用部門において、社会的要請の

高い先端科学技術に関する自主的研究や産・官・学の共同研究の実施、および地域社会・

地域産業等に貢献することを目的に研究活動を行っております。 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 
・どこでも視認性の優れた携帯ディスプレイの光学解析(TRADIM) 

・バックライトの正面輝度向上手段の光学解析(DIC) 

・低消費電力、高速 TFT の設計 
 
 
有機 ELパネル関係 
・光取り出し効率の改善の実験と光学解析 
・光取り出し効率 光共振器の開発 
 
プラズマパネル関係 

 
 
 
共通的事項・その他 
・人にやさしい家電技術（人の状態をセンシング、ユーザに最適な環境、操作性） 
・色彩工学･光･色彩環境工学（複雑な視環境における順応レベル、照明の知覚と色の見えに関する研究）

・感性･ストレス評価技術（快適、使い心地の情報をとりいれた製品の設計、評価技術の開発、疲

労やストレス等の計測、評価技術） 
 
◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 

本学では、「研究成果の還元･移転による社会への貢献」を大学の重要なミッションの一

つと位置付け、1995 年に「リエゾンオフィス」を設置するなど、産官学連携に先駆的かつ

積極的に取り組んできました。また、1992 年に「発明規程」を制定、1998 年に「関西 TLO

株式会社」を設立・出資するなど、早くから知的財産の保護・管理・活用に取り組んでき

ました。さらに現在では、文部科学省･知的財産本部整備事業を核に知的財産マネジメント

の高度化を推進し、また、2004 年開設のインキュベーション施設設置を核に大学発ベンチ

ャー創出推進に取り組むなど、産官学連携の新たな進展を図っています。 
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立命館大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○ ○    

ねじれ式(TN) ○ ◎ ○ ○   

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ○ ◎ ◎ ○ Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎  ○ ○ ○  

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板  ○ 
 

○ ◎ ○  

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

○ ◎ ○  

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○ ○ ○   

有機ＥＬ式 ◎ ○ ○ ○   

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○ ○ ○ ○  

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○ ○ ○ ○  

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎     

高分子 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

 ○ ○  構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

○ ◎ ○  

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ○ ◎ ◎ ○ Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎  ○ ○ ○  

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○ ○ ○ ○  

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○ ○ ○ ○  

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）     

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

○ ○   共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

  ◎ ◎ 

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
 
 
 



 45

 

龍谷大学 
 
URL：www.ryukoku.ac.jp 

龍谷エクステンションセンター（ＲＥＣ） 
E-Mail：rec@fks.ryukoku.ac.jp 

コンタクト先 
 

TEL ：077-543-7743 FAX ：077-543-7771 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 当大学では、理工学部物質化学科における長年にわたる真空成膜技術分野の研究の蓄積

を元に、平成１１年～１３年には NEDO地域新生コンソーシアム事業プロジェクト「液晶
用高品位カラーフィルターの安定的かつ低環境負荷製造プロセスに関する研究開発」に参

加した実績があり、平成１６年には経済産業省地域新生コンソーシアム事業プロジェクト

「有機ＥＬディスプレイ用ガスバリアプラスチックフィルムの研究開発」に新たに参加す

ることになった。 
 一方、理工学部電子情報学科においては、薄膜トランジスター素子（ＴＦＴ）及び有機

ＥＬ素子の駆動用ＴＦＴのシミュレーションを中心とする研究を、基礎研究から評価手法

研究までの広い範囲で展開している。 
 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 
・ＴＦＴ素子の特性シミュレーション 
 

有機 ELパネル関係 
・ゾルゲル法によるガスバリアフィルムの形成 
・ＰＶＤ法によるガスバリア層成膜 
・ＬＰＤ（Liquid Phase Deposition）法によるガスバリア層形成 
・有機ＥＬ駆動用ＴＦＴ素子の特性シミュレーション 

プラズマパネル関係 
 
 

共通的事項・その他 
 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、地域連携の活動拠点として「龍谷エクステンションセンター（ＲＥＣ）」を

他大学に先駆けて設置し、産学連携活動、特に地場の中小企業に対する技術支援を進める

とともに、大学の知的資産を生涯教育活動を通じて地域社会に還元する活動を行っている。

一方、知的財産権については、特許庁の支援を受けて知的財産センター設立の準備を進め

ており、来年度には本格活動を開始する予定である。 
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龍谷大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ◎ ◎ ○ ◎ Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎  ◎ ◎ ○ ◎ 

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板  ○ 
 

    

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎     

高分子 ○ ◎     
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他     

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

○ ○   

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○ ◎ ◎ ○ ◎ Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎  ◎ ◎ ○ ◎ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）    

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

◎    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

 ○  ◎ 

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
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和歌山大学 
 
URL：www. wakayama-u.ac.jp/ 

地域共同研究センター 
E-Mail：chiiki@center.wakayama-u.ac.jp 

コンタクト先 
 

TEL ：073-457-7552 FAX ：073-457-7550 
◆フラットパネルディスプレイ関連技術に関する研究状況（総括説明） 
 
 当大学では、芳香族複素環化学分野の研究における蓄積を元に、特に発光材料の合成お

よび評価に関する研究を行っています。平成１４年度には「三環性複素環を用いた新規有

機エレクトロルミネッセンス素子の創製」に関する研究が新エネルギー・産業技術総合開

発機構（NEDO）の産業技術研究助成事業に、また平成１５年度には「三環性複素環を利用

した新規有機エレクトロルミネッセンス用材料の開発」に関する研究が、和歌山エリアの

都市エリア産学官連携促進事業のサブテーマの一つとして採択されました。さらに、当大

学には発光材料の評価に必要なナノ秒 OPO レーザー、時間分解発光スペクトル測定装置

（ICCD 付き分光器システム）や真空紫外分光器などの機器もそろっており、ＥＬ素子の発

光材料の研究、開発に関して高いポテンシャルを有しています。 
 

分野別の特色（実施中のテーマ名等） 
液晶パネル関係 

 
 

有機 ELパネル関係 
・三環性複素環を用いた新規有機エレクトロルミネッセンス素子の創製 
     （平成１４～１６年度産業技術研究助成事業） 
 
・三環性複素環を利用した新規有機エレクトロルミネッセンス用材料の開発 
     （平成１５～１６年度和歌山エリアの都市エリア産学官連携促進事業） 
 
 いずれも、三つの環が縮環した芳香族複素環化合物を元にして発光材料の開発を行っています。

 
プラズマパネル関係 

 
 

共通的事項・その他 
 
 

◆産学連携についての体制整備等（ソフト面・ハード面） 
 
当大学では、産学連携の窓口を地域共同研究センターに一元化し、外部からの共同研究

や技術・経営相談等に積極的に対応しており、共同研究を実施するための実験研究室等９

室を設置しています。 
知的財産の取り扱いについては、大学帰属を基本的な考え方とし、活用を図っていきま

す。なお、現在、知的財産ポリシーを策定しています。 

 
 
 



和歌山大学【関連技術一覧】 
 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 分

野 

 
項  目 

（キーワード） Ⅰ Ⅱ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

 
基
本
原
理

 
の
探
索

 

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

 
ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ 

の
設
計

 

工
程
・

 
製
法

 
の
探
求

 

評
価
手
法

 
の
確
立
・

 
実
施

 

垂直配向式(MVA) ○ ○     

水平配向式(IPS) ○ ○     

ねじれ式(TN) ○ ◎     

表
示

(分
子

)モ
ー
ド

 その他（新方式） ◎  

a 視野角制御 
b 応答性制御 
 
z その他（生産性） 

    

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ

 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ＴＦＤ  ○     

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他 

    

偏光板／位相差板  ○ 
 

    

色制御（ﾌｨﾙﾀ等）  ○ 

a 高効率 
b 高コントラスト 
c 色再現性向上 
d 機能融合化 
e 大判、薄型軽量化 
z その他（コストダウン） 

    

冷陰極管式 ○ ○     

ＬＥＤ式 ◎ ○     

有機ＥＬ式 ◎ ○     

光
量
等
制
御
（
光
利
用
効
率
）

 
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

その他（新方式） ◎  

a 高輝度、高効率 
b 長寿命 
c 表示性能向上（色再現性） 
d 薄型軽量化 
e 非水銀化 
 
z その他     

ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 
 
 
 
 
 
 
液

晶

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

a 表示性能向上 
b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

低分子 ○ ◎ ◎    

高分子 ○ ◎ ◎    
材
料
系

燐光 ◎ ○ 

a 高発光効率 
b 長寿命 
c ｱｸﾃｨﾌﾞ駆動対応 
d 温度特性改善 
z その他 ◎    

ﾄｯﾌﾟｴﾐｯｼｮﾝ構造 
 

○ ◎ a 高開口率 
b 高信頼性 
c 共振器特性 
z その他 

    構
造
系

高効率光取り出し構造 ◎  a 多層構造 
b 表面改質 
z その他 

    

発
光
材
料
・
デ
バ
イ
ス
構
造

 

その他（新方式） ◎       

ｱﾓﾙﾌｧｽ Si/低温ﾎﾟﾘ Si  ○     Ｔ
Ｆ
Ｔ
 結晶 Si/有機 TFT ◎      

ア
ク
テ
ィ
ブ
素
子

 その他（新方式） ◎  

a 高速 TFT特性(ﾓﾉｼﾘｯｸ回路の高機能化対応)
b 低温素子形成プロセス 
c スループット向上 
 
z その他     

三原色直接発光 ○ ◎ a セル輝度・劣化の整合化     

 
 
 
 
 
 
 
有

機

Ｅ

Ｌ

パ

ネ

ル 

色
制
御

 単色＋ｶﾗｰﾌｨﾙﾀ等 ○ ◎ a 光利用効率の向上     
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ｿﾌﾄｳｴｱ（ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等） ◎ ○     表
示
駆
動

a 表示性能向上 

信号制御ｼｽﾃﾑ／回路設計  ○     

 

ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ設計  ◎ 

b 低消費電力 
c ｼｽﾃﾑﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの高機能化 
 
z その他（付加価値、コストダウン）     

駆動方式(紫外線放射) ◎ ○ a 発光効率向上 
b 低サスティン電圧化 
c 高速駆動技術 

    

蛍光体(可視光発光) ◎ ○ a 発光効率向上（表面欠陥改質等） 
b 劣化改善 
c 新材料探索

    

Xe
ガ
ス
系

 

セル構造 ○ ◎ a 可視光発光効率向上（蛍光体層厚制御等）
b 新構造（非ﾜｯﾌﾙ構造等） 

    

放
電
モ
ー
ド

 

新方式（非 Xeガス系） ◎  a 発光効率向上、低電力化     

セル表面(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ界面)制御 ◎ ○ a MgO表面層のｴｰｼﾞﾝｸﾞ･安定化 
b 不純物の除去・影響分析 
c 新材料探索 

    

蛍光体劣化制御 ◎  a 化学プロセス(ﾒｶﾆｽﾞﾑ)の解明 
b 新材料探索 

    

製
造
プ
ロ
セ
ス

 

リブ形成制御  ◎ a 高精度・効率的新方式（非ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ方式）    

ｱﾄﾞﾚｽ／表示分離型(ADS) ○ ◎ a 高速応答化 
b 階調表現数増加 
c 高画質化 

    

 
 
 
 
 
 
 
プ

ラ

ズ

マ

パ

ネ

ル 

表
示
駆
動

 

新方式 ◎       

フレキシブル化（衝撃対応） ○ ◎ a プラスチック基板材料  
b ﾛｰﾙﾂｰﾛｰﾙ（連続一貫方式）生産対応 
c 可撓性、寸法安定性

    共 
通

的

事

項

・

そ

の

他 

エルゴノミックス（人間工学）○ ◎ a 視認性（時間応答、視野角、表面反射） 
b 立体視 
c 操作性（入出力一体化） 
d 生体への影響 
 
z その他 

    

Ⅰ Ⅱ 
分
野 

 
項  目 

（キーワード） ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 
ﾀｲﾌﾟ 

 
主 な 課 題 

材
料
・

基
本
原
理

の
探
索

ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｽ
・

ｱ
ｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬ

の
設
計

工
程
・

製
法

 
の
探
求

評
価
手
法

の
確
立
・

実
施

 製品側からのＲ＆Ｄニーズ 大学の対応状況 
 
 
 
（備考） 
 
【製品側からのＲ＆Ｄニーズについて】 
 ◆求められるイノベーションのタイプ（◎：強く合致する ○：ある程度合致する） 
Ⅰ 革新的イノベーション（現時点では実用化が困難なもの） 
Ⅱ  改善的イノベーション（一層の性能・信頼性向上が必要なもの） 

 
【大学の対応状況について】 
 ◆Ｒ＆Ｄニーズ（課題）への適合度（実施中の研究） 
◎ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合度が高い（研究分野・課題設定等が合致しているもの） 
○ ：Ｒ＆Ｄニーズへの適合可能性がある（研究分野・課題設定等は必ずしも合致していないが、適合の可能性があるもの） 
無印：対応しない 
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